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1 はじめに 
Broadbent (1954) [1] が類似した音声（数字

音声）を刺激音として両耳に同時に提示する

両耳分離聴課題を最初に行ってから，Kimura 
(1961) [2] による神経科学的な解釈も加わり，

両耳分離聴について今までに多くの研究が行

われてきた [3]．両耳に提示される刺激は，

音声信号のインテンシティや持続時間の点で

ほぼ揃っており，また提示するタイミングも

同時である場合，言語処理に対する左半球優

位性の結果，右耳優位性が観測される [3,4] 
一方，Zatorre らにより音声信号に含まれる

抑揚情報については，右半球優位であること

が報告された [5,6]．また，Poeppel らは，音

声信号に対する大脳半球処理の非対称性につ

いて，AST（Asymmetric Sampling in Time）仮

説を提唱している [7,8]．そこでは，左半球聴

覚野では短い時定数（20-40 ms）の積分処理

が行われ，一方，右半球では長い時定数

（150-250 ms）の積分処理が行われると述べ

ている． 
NIRS（near infrared spectroscopy）を用いた

研究 [9,10] では，抑揚情報が対比される条件

と，音韻情報が対比される条件とで左右差を

検討している．右利きの実験参加者に対する

実験の結果，音韻対比条件では左聴覚野周辺

が，抑揚対比条件では右聴覚野周辺がより強

く活動すると報告している． 
ところで，以上のような両耳間での側性化

をもとに，中枢性聴覚処理障害（ central 
auditory processing disorders, CAPD）の検査の

ための次のような評価法が提案されている 
[11]： 
・ dichotic listening tests（両耳分離聴検査） 
・ monaural low-redundancy speech tests 
・ temporal patterning tests 

・ binaural interaction tests（両耳交互聴検

査） 
その中でも両耳交互聴は，例えば 200 ms ごと

に交互に両耳に提示される音声情報を統合す

る必要がある課題である（rapidly alternating 
speech perception, RASP [12]）．このような両

耳交互聴同様，本研究では左右の耳に提示さ

れた音声情報を統合しながら判断する課題と

して，音声の音韻情報と韻律情報を両耳に割

り振って提示する両耳融合聴課題を行った． 
 

2 実験 
2.1 音声サンプル 
原音声として，「これは，○○○ですか？」

という疑問文と「これは，○○○ですか．」と

いう平叙文を用いた．イントネーションが前

者は上昇していることから上昇調，後者は下

降していることから下降調と呼ぶ．○○○に

は，表 1 に示す 3 モーラ語を挿入した．単語

の選択にあたっては， 
・ アクセントはすべて平板型 
・ 母音が同じ単語のペア 
・ ペア同士の単語親密度 [13] の差が 0.5

以内 
という基準を用いた．練習課題として，さら

に 3 組の単語（マンガ・ハンガ，タタミ・カ

タミ，ハカマ・サカナ）を用意した． 
実験課題用に 9 組 18 語，練習課題用に 3

組 6 語，合わせて 24 語について，上昇調，下

降調の文に挿入した 48 文を，日本語母語話者

１名（アナウンサーの訓練を受けた 22 歳の女

性）に発話してもらい防音室内で録音した．

録音に際しては，発話速度を揃えるため，メ

トロノームで 5 モーラ／秒になるように統制

した． 
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Table 1 実験で使用した 3 モーラ語の組 

（括弧内は単語親密度） 
トケイ（5.8） モケイ（5.8） 
カセキ（5.7） ザセキ（5.8） 
キリン（6.0） ミリン（6.3） 
ウナギ（5.8） ウサギ（5.5） 
タラコ（6.4） タバコ（6.0） 
カカシ（5.8） カラシ（5.3） 
ヤナギ（5.9） ハヤシ（6.1） 
ユビワ（6.2） クジラ（5.8） 
ハマキ（5.3） サナギ（5.3） 

 
 

2.2 刺激音 
録音された音声サンプル（標本化周波数 16 
kHz，量子化 16 ビット）に対し，韻律情報を

抑圧した音声信号（以後，音韻刺激と呼ぶ）

と，音韻情報を抑圧した音声信号（以後，韻

律刺激と呼ぶ）を作成した．音韻刺激につい

ては，線形予測分析に基づくスペクトル包絡

をフレームごとに求め，白色雑音で駆動する

ことで得られる雑音駆動音声を用いた（線形

予測分析の次数は 20 次を使用）．一方，韻律

刺激については，Praat [14] の Hum 音声（有

声区間に対し声門パルスを推定し，その位置

にパルスを立てたパルス列による音源信号を

作成後，それを周波数特性が変化しない声道

フィルタに通すことで中性母音のフォルマン

ト構造を持たせたもの）を用いた．なお，そ

れぞれの刺激音について，実効値が揃うよう

に振幅を正規化した． 
それぞれの単語について上昇調と下降調の

2 文があり，それぞれの文について音韻刺激

と韻律刺激を作成した．そして最終的には，

音韻刺激を左チャンネル，韻律刺激を右チャ

ンネルに配置したステレオの＜音韻・韻律＞

刺激と，韻律刺激を左チャンネル，音韻刺激

を右チャンネルに配置したステレオの＜韻

律・音韻＞刺激という 2 種の提示条件の刺激

を用意した． 
 

2.3 実験参加者 
実験には，東京方言を話す海外移住歴の少

ない日本語母語話者で，正常な聴力を有し右

利きの 19 名（男性 13 名，女性 6 名）に参加

してもらった（20～22 歳，平均 21.4 歳）．こ

のうち，2 名（男性 1 名，女性１名）は実験

方法を理解していないと判断されたことから，

最終的な結果のデータから外した．利き手の

調査には，Edinburgh Handedness Inventory を

用いた． 
 
2.4 手続き 
実験は防音室内で PC とヘッドフォンを用

いて行った．実験全体は前半と後半の 2 部構

成に分かれ，それぞれにおいて参加者に練習

課題48問，実験課題144問を行ってもらった．

1 問につきヘッドフォンからステレオ刺激が

提示されるが，その間は PC 画面中央に表示

される「＋」の記号に注目させた．そして，

刺激音の再生が終わった時点で PC 画面に単

語の組のうちどちらかをカタカナで表示した．

実験参加者には，聞こえた文が上昇調か下降

調かの判断と，刺激音中の単語が PC 画面の

語と一致しているかを判断してもらった． 
ただし，前半（あるいは後半）では上昇調

（あるいは下降調）のときだけ回答してもら

うように教示した．そして，回答しない場合

は 2 秒後に自動的に次の問題に移るように設

定した．前半・後半と上昇調・下降調の組み

合わせは，参加者に渡ってカウンタバランス

を取った． 
また，一致・不一致の判断結果は，テンキ

ーのボタンを押してもらうことで回答するよ

う教示した．その際，テンキー上で横一列に

並んだ 4 つのキーに左から左手の中指，左手

の人差し指，右手の人差し指，右手の中指を

配置してボタンを押してもらった．ボタンの

押し方としては，一致（あるいは不一致）と

判断された場合に両中指を同時に押す，不一

致（あるいは一致）と判断された場合に両人

差し指を同時に押すという具合で，一致・不

一致と中指・人差し指の組み合わせは，参加

者に渡ってカウンタバランスを取った． 
練習課題では，正誤のフィードバックを参

加者に与え，また同時に刺激音と実験手順に

慣れてもらった．実験課題では，正答率のほ

か，反応時間を測定した．実験参加者には，

正確に，かつ出来るだけ速く回答することを

意識するよう教示した．なお，反応時間の測

定は，単語を示す文字が画面上に表示された

時点から開始した． 
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2.5 結果・考察 
正答率は極めて高かったため，反応時間の

みを分析の対象とした．全体の平均正答率は，

＜音韻・韻律＞刺激に対して 670 ms，＜韻

律・音韻＞刺激に対しても 670 ms であり，提

示条件に対する主効果は認められなかった．

しかし，Fig. 1 に示す前半・後半と提示条件

の間で交互作用が認められた（F(1,17)＝16.2, 
MSE＝19416.9, p < .001）．Fig. 1 を見ると分か

るように，＜韻律・音韻＞刺激に対しては反

応時間が前半・後半でほとんど変化しないの

に対して，＜音韻・韻律＞刺激に対しては反

応時間が前半よりも後半で短くなることが示

された． 
 

3 おわりに 
両耳間の側性化に基づき，両耳からの情報

を融合することではじめて回答することがで

きるような両耳融合聴の課題をデザインし，

実験を行った．実験では左チャンネルに音韻

刺激を，右チャンネルに韻律刺激を配置する

＜音韻・韻律＞刺激のほうが，その逆の＜韻

律・音韻＞刺激よりも反応時間が短くなるこ

とが期待された．しかし，実際の実験結果で

は，実験の前半に予想と同じ傾向が観測され

たものの，後半では予想とは逆の傾向が現れ

ていた．より詳しくみると，＜韻律・音韻＞

刺激については反応時間に関し実験の前半と

後半で大きな差はなかったが，＜音韻・韻律

＞刺激については，実験の前半よりも後半で

反応時間が短くなっていた。これは，実験に

慣れるにしたがって優位でない耳に提示され

た情報を効率よく処理することができるよう

になったとも解釈される．しかし，刺激文の

中において，音韻情報の違いが存在する位置

（単語が挿入されている位置）と，韻律情報

の違いが存在する位置（文末）とが時間軸上

で異なるタイミングに存在しているため，両

耳に与えられる情報を融合するストラテジー

を聴取者が獲得するにしたがって成績がよく

なったとも解釈できる．いずれにしても，そ

の詳細はさらなる実験によって確かめる必要

がある． 
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Fig. 1 前半・後半における平均反応時間
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